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議題（２）休日運行について

１．オレンジゆずるバス休日運行の経過について

資料２

④【平成 23 年 9 月】抜本的な運行見直し

②【平成 22 年 9 月】オレンジゆずるバス実証運行開始
※平成 22 年 9 月から平成 25 年 3 月末までの 3ヵ年の期間

③【平成 23 年 5 月】ダイヤ変更による軽微な運行見直し

①【平成 22 年 3 月】箕面市地域公共交通総合連携計画策定
平
成

年
度

22

平
成

年
度

23

評価・見直し

評価・見直し

評価・見直し

平
成

年
度

24
⑤【平成 25 年 3 月】本格運行に向けた運行計画立案

※休日は需要予測を下回ったため、新たな実証運行へ移行
※平日は需要予測を上回ったため、本格運行へ移行

平
成

年
度

25

⑥-1：【平成 25 年 5 月 20 日】
平日の本格運行開始

⑥-2：【平成 25 年 5 月 26 日】
休日の新たな実証運行開始

評価・見直し

⑨-1：【平成 26 年 5 月 12 日】
遅延に伴う軽微な運行見直し

⑦【平成 26 年 3 月】
休日の実証運行の再度見直し

平
成

年
度

26

⑨-2：【平成 26 年 5 月 11 日】
休日の新たな実証運行開始

⑧【平成 26 年 4 月 1 日】消費税増税に伴う運賃改定

現在：運行評価及びその評価結果を受け、必要に応じた見直しの再検討

評価・見直し

⑩【平成 27 年 3 月】
休日の実証運行の再度見直し

平
成

年
度

27

⑪【平成 27 年 5 月 10 日】
休日の新たな実証運行開始

評価・見直し
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２．分科会等の開催結果について

運
行
改
正

運
行
状
況
の
把
握
・
利
用
促
進
策

②【平成 27 年 6 月 25 日】第 29 回箕面市地域公共交通活性化協議会

●規約の改正 ●実証運行の状況 ●平成 26年度の事業報告及び収支決算

③【平成 27 年 8 月 20 日】箕面市地域公共交通活性化協議会分科会 第26回市民部会

●平日の利用状況について ●日曜・祝日の実証運行について ●利用促進について

⑥【平成 28 年 3 月 1 日】箕面市地域公共交通活性化協議会分科会 第27回市民部会

●休日の運行状況について ●オレンジゆずるバスの評価について

●休日運行についての検討

⑨【平成 28 年 3 月 29 日】箕面市地域公共交通活性化協議会分科会 第14回専門部会

●休日の運行状況について ●休日運行の見直し案について

⑩【平成 28 年 3 月 30 日】第 30 回箕面市地域公共交通活性化協議会

⑦【平成 28 年 3 月 22 日】箕面市地域公共交通活性化協議会分科会 第28回市民部会

⑧【平成 28 年 3 月 25 日】箕面市地域公共交通活性化協議会分科会 第29回市民部会

●休日運行の見直し案について ●休日運行についての検討

①【平成 27 年 5 月 10 日】休日の新たな実証運行開始

⑤【平成 27 年 10 月】評価に伴う各種調査の実施

市民アンケート調査

【調査票送付日】

・10月 8 日（木）

【配布・回収状況】

・配布数 2,000 件

・回収数 971 件

（回収率 48.6％）

バス利用者アンケート調査

【調査票配布日】

・10 月 6 日（火）

・10 月 4 日（日）

【配布・回収状況】

・平日配布数 986 件

・平日回収数 596 件

（平日回収率 60.4％）

・休日配布数 202 件

・休日回収数 106 件

（休日回収率 52.5％）

バス乗降調査（OD 調査）

【調査票配布日】

・10 月 11 日（日）

【配布・回収状況】

・休日配布数 191 件

・休日回収数 191 件

（休日回収率 100.0％）

運
行
評
価

休
日
運
行
の
見
直
し
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３．見直しの検討経過と結果

検討①：便数の見直し（参考資料３ P3）

検討②：運賃等の見直し（参考資料３ P5）

検討④：各エリア毎の収支率の確認（参考資料３ P10）

検討⑤：3つのエリアを 1人の運転士で運行するルートの検討

（大幅な縮小・ルートカットによる見直し 16 案）（参考資料３ P19）

検討⑥：路線バスが運行していないエリアの確認（参考資料３ P20）

【第 27 回市民部会のまとめ】

・日曜、祝日を全廃することはやめてほしい。

・実証運行から本格運行へ移行させるため、廃止も視野に入れた、大

幅な縮小、ルートカットした効率のよい運行内容を検討する。

・路線バスが運行していない地域は運行するべき。

・利用者の少ない時間帯の便は廃止しても良い。

第

27

回

市

民

部

会

検討③：各エリアの利用者の目的地の確認（参考資料３ P6）

第

28

～

29

回

市

民

部

会

【第 28 回市民部会のまとめ】

・現在の目的地から見て、路線バスが運行していないエリアは「西南」

「平和台」「如意谷」「小野原」となる。

・収支率の良い運行ルート（ケース①）を選択しても、路線バスの運

行していない「小野原」も運行させるべき。

検討⑦：小野原ルートの確認（参考資料３ P24）
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４．休日限定の本格運行（素案）について

（１）本格運行について

①運行ルート

・日曜・祝日に路線バスが運行していないエリアを残すとともに、収支率を向上させる

ルートに見直した。

②運行計画

③運賃

運賃体系については、平日と統一した運用を行う。

便数 運行距離 運行時間（概ね） 利用者予測 収支率予測

西部ルート 5便 95.8km
9 時～13 時

・
14 時～18 時

105 人 43.9%

東部ルート 5便 94.9km
9 時～13 時

・
14 時～17 時

77 人 34.1%

合計 190.7km
9 時～13 時

・
14 時～18 時

182 人 39.2％

【ルート設定】

西部ルート：平和台・如意谷・西南エリアを結んだルート

東部ルート：小野原～かやの中央～粟生団地を循環するルート
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【利用促進計画】

見直し後の収支率は、39.2%と推測され、現行ルートにおける収支率 31.7%を上回るが、

見直し基準の目標値である 50％には届かない。

見直し後、休日運行は、本格運行へと移行するため、運行の継続的な実施のためにも

収支率 50％を超えることを目標に、利用者数増加のために、市民が主体的に利用者数増

加に向けた改善策の行動を起こすこととする。

【見直し後における市民の改善策の行動等による利用者増について】

利用者予測

182人

収支率50％に向け

必要な利用者数231人/日

収支率50％に向けた市民の

改善策の行動等による利用者増

49人/日（1便あたり約5人増）
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（２）評価・見直し基準について

評価・見直し基準については、現行のままとする。

表．オレンジゆずるバス運行の評価指標

資料：箕面市地域公共交通総合連携計画（平成 22 年 3 月）

表．オレンジゆずるバス運行の見直し基準

資料：箕面市地域公共交通総合連携計画（平成 22 年 3 月）

評価

指標
目標値 指標設定の意味

認

知

率

1 年目

50％以上

3 年目以降

80％以上

・公共交通を利用するための情報が十分かどうかを把

握する。

・情報提供のあり方などを評価する場合に用いる。

利

用

率

40％以上

・地区における公共交通のサービスのあり方を数値と

して把握する。

・利用促進策の取り組み成果などを評価する場合に用

いる。

収

支

率

50％以上

・運行の見直し等を行うための最も基本的な指標。

・採算性・効率性とサービス提供の妥当性などを数値

として把握する

・運行計画（運行日、便数、運賃など）を評価する場

合に用いる。

項 目 見直し基準値

運賃等の見直し
収支率

（運賃収入+その他収入）

65％以上

(向上)

50％以下

（改善）

便数の見直し バス 1便あたりの利用者数

27 人以上

(向上)

15 人以下

（改善）

ルート・バス停の見直し バス停 1日あたりの利用者数

50 人以上

(向上)

9 人以下

（改善）
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素案

２つのルート

１日５便の運行


